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■会長報告 工藤　大輔 会長
みなさん、こんにちは。ロータリーの特別月間、5月

は「青少年奉仕月間」です。　
若い人々の育成を支援するすべてのロータリー活

動に焦点を当てる月間です。帯広クラブでは22日の
例会プログラムを青少年育成委員会が担当し、帯広

ローターアクトクラブの次年度に
向けた活動を発表していただき、
私たちの理解を深める機会を持ち
たいと思います。

基本的なお話ですが、ロータリ
ーの奉仕活動は、親睦を主とした
クラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、
国際奉仕の4つ4大奉仕といわれて
いましたが、2010年の規定審議会
で青少年奉仕が新たに加わり、こ
れらで5大奉仕という活動の大き
な柱となっています。

元々ロータリーが社会奉仕に熱
心に取り組み始めた頃から青少年
に対する関心は高く、標準的なク
ラブの組織図には「社会奉仕委員
会」の中の4つの小委員会のうち3
つが青少年に対する委員会だった

ことからも理解できます。
ロータリーは次世代のリーダーを育てることの大切さを信じ、奉

仕の価値観を学べるよう様々なプログラムで応援しています。
インターアクトクラブでは、12

〜18歳の中学・高校生が、地元での
ボランティア活動や海外のインタ
ーアクト会員（通称「インターアク
ター」）との交流を通じて視野を広
げ、国際感覚を養っています。

帯広にもインターアクトクラブ
があり、帯広北RCが提唱クラブと
なっています。

元々40年以上前まで存在してい
たのですが、活動が途絶え、2020
年に帯広大谷高校のボランティア

部に打診し、活動を再開しました。
ロータリー青少年指導者養成プ

ログラム（RYLA）は、14〜30歳ま
でを対象として第2500地区では地
区が開催しています。地元のニー
ズに応じて、1日のセミナーから
数日間の合宿まで、さまざまな形
式が取られています。今年度は10
月14〜15日に開催され、阿部委員
長と飛岡副委員長、竹川直前会長
が社員さんを参加させていただ
き、その後2名が帯広RACへ入会
させていただくという、理想的な

流れをつくっていただきました。改めて感謝申し上げます。
世界100カ国以上で実施されて

いるロータリー青少年交換は、ロ
ータリークラブによる支援の下、
15〜19歳の学生が海外に滞在し、
言語や文化を学びながら海外に友

人をつくり、世界市民としての自覚を養うことのできるプログラム
です。海外で1年間を過ごす長期交換では、複数のホストファミリー
宅に滞在し、短期交換では世界中の交換留学生たちと合宿やツアー
に参加することもあります。参加費用のうち宿泊と食事代、学費はロ
ータリーが負担します。

新世代交換は、30歳までの大学
生と社会人を対象とした短期の交
換プログラムです。人道的な奉仕
活動を通じて参加者のキャリア目
標を応援できるよう、カスタマイ
ズされた内容の交換が行われま

す。期間は2〜3週間から6ヶ月まで。現地での職場体験や様々な研修
に参加できます。こちらの場合、参加費用はクラブや地区によって異
なりますが、現地のクラブメンバー宅にホームステイをしたり、イン
ターンシップなどを活用して費用を抑えることもできます。

前回の会長報告でも登場したパ
ーティー好き（？）のうちの息子が
中学生の時、讃岐会員が会長をつ
とめている帯広マディソン交流協
会の青少年交流事業に参加させて
いただきましたが、短期間ながら
成長して帰ってきた記憶がよみが
えり、子どもたちが世界を肌で感
じることの大切さを思い直しまし
た。インターアクトやローターア
クト、RYLAなどは身近に関わる
ことができますが、青少年交換や

新世代交換は私の不勉強かもしれませんが、この辺りではあまり活
用されていないように思われます。しかしながら考え方を変えて海
外の方々と交流する機会を求めるのであれば、本日のプログラムは
私たちが実践できる青少年プログラムのヒントになるのではないか
と思います。

以上、会長報告とさせていただきます。
本日もよろしくお願いいたします。

◎ゲスト紹介 JICA北海道センター（帯広）　チャム祐子 様

■会務報告 猿川 陽介 幹事
①帯広RC、次年度第4回定例理事会開催のご案内

日　時　5月8日（水）午後1時30分
　場　所　ホテル日航ノースランド帯広

②帯広RC、次年度第2回クラブ協議会開催のご案内
　日　時　5月15日（水）午後7時（6時30分よりお食事は召し上がれます）
　場　所　ホテル日航ノースランド帯広
　会　費　2,200円

③帯広北・帯広東・音更、3RC合同例会開催のご案内（防災を学ぶ）
　日　時　5月19日（日）午前11時
　場　所　木野コミュニティセンター
　※帯広北RC、5月17日（金）の繰下げ例会と致します。
　　帯広東RC、5月21日（火）の繰上げ例会と致します。

④帯広南RC、移動例会開催のご案内
　日　時　5月27日（月）午前11時

場　所　おびひろ動物園

⑤帯広西RC、夜間例会開催のご案内
　日　時　5月30日（木）午後6時30分
　場　所　北海道ホテル
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↑携帯サイトが
できました。
バーコードリー
ダーで読み込む
事ができます。

【委員会報告】
【5月誕生祝】
　5月生まれのみなさん、お誕生日おめでとうございます。5月と言
えば、1908年5月10日、アメリカではじめての「母の日」が開催されま
した。19世紀半ばのアメリカ南北戦争中、敵味方関係なく負傷兵を
介助する活動を行なっていた社会活動家のアン・ジャービスさんの
死後、娘さんが母を偲んで教会で記念会を開催し、母が好きだったカ
ーネーションを捧げたことがその起源とされています。その後1914
年に「母の日」がアメリカの記念日になり、5月の第2日曜日と定めら
れました。日本でも1949年（昭和24年）頃から「母の日」が行われるよ
うになったそうです。「母」という単語が使われたことわざや慣用句
は数多くありますが、「母」という言葉には「物事のもととなる」とい
う意味で使われている場合が多く、基本・大原則となるようなスケー
ルの大きな例えとして使われています。ちなみに日本では5月5日「こ
どもの日」は国民の祝日に関する法律第2条に「こどもの人格を重ん
じ、こどもの幸福をはかるとともに、母に感謝すること」と示されて
います。
　「母」にゆかりのある5月に生まれた皆さん、海よりも深い愛情でロ
ータリーの仲間を包み、見守っていただき、ロータリーで盛り上がり
ましょう！
　それでは「おめでとうございます」で乾杯します。

【ニコニコ献金】　　　　　　　　　　　（親睦活動委員）
＜和田　賢二 会員＞
　4/28オリエンテーションにて講師をさせて頂きました。拙い話を
お聞き頂きましてありがとうございます。懇親会では少し酔いまして
記憶が飛びました。川上委員長、遅くまで申し訳ありませんでした。
＜髙橋　弘史 会員＞
　本日の担当例会「身近にある国際奉仕」をプログラムさせていただ
きます。よろしくお願いします。
＜誕生記念日祝（5月）＞
村松　一樹 会員　　佐藤　真康 会員　　新田　　潔 会員
工藤　　稔 会員　　金山　紀久 会員　　鈴木　　聡 会員
後藤　芳子 会員　　加藤　貴子 会員
＜配偶者様お誕生記念日祝（5月）＞
北垣　雅之 会員　　石山　直貴 会員　　鈴木　　聡 会員
＜結婚記念日祝（5月）＞
合田　倫佳 会員　　猿川　陽介 会員　　北垣　雅之 会員
溝口　善昭 会員　　大橋　朋史 会員

＜出席表彰＞
出席表彰記念（4回目）　石山　直貴 会員

■出席報告
会員総数：86名（内　免除会員1名）
出席者数：55名（内　免除会員0名　内zoom参加者4名）
本日の出席率：64.7%
■5月のプログラム予定
5月15日（水）「ガバナー補佐公式訪問」
 RI第2500地区第6分区ガバナー補佐　田中　義博 様
5月15日（水）「社会奉仕とは〜社会インフラの視点から〜」 
 （社会奉仕委員会）
 野村　文吾 副委員長
5月22日（水）「帯広RAC次年度役員紹介」 （青少年育成委員会）
 帯広ローターアクトクラブ　次年度会長　榊　　留奈 様
5月29日（水）「十勝　雑感」 （プログラム委員会）
 鈴木　正信 会員

■プログラム （国際奉仕委員会）
「身近にある国際奉仕」　JICA北海道センター（帯広）　チャム 祐子 様


